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福岡

名古屋

大阪総面積 8.3万㎢ (H22)日本の約22％

総人口 551万人 (H22)日本の約 4％

人口密度 70人／ｍ２ 日本最下位

作成：北海道経済部観光局

北海道の観光資料
資料４ 参考⑦
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約 300 km 

札幌

旭川

稚内

千歳

空港

JR 駅

函館

帯広

網走

釧路

小樽 根室

Memambetsu

北海道周遊情報

千歳から:
車で５時間
列車で４時間

札幌から:
車で６時間
列車で５時間

女満別から:
車で20分

千歳から:
車で４時間
列車で３時間

千歳から:
車で２時間
列車で８０分

札幌から:
車で１時間
列車で４０分

札幌から:
車で６時間
列車で５時間

旭川から:
車で３時間
列車で２時間

札幌から:
車で２時間
列車で８０分

千歳から:
車で３時間
列車で２時間



観光入込客数（実人数）
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5,149

道外客

道内客

外国人

道内客、道外客　(万人)

注） 平成22年度から新方式により調査
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 4,532

道外客

  595

5,149
新型インフル
エンザの流行

■観光入込客数の約９割は道内客。
外国人観光客は、この10年間で約３倍に増加。
■平成１１年度をピークに、平成１２年の有珠山噴火以降伸び悩み
■Ｈ２２年度 総数５,１２５万人(道民４,５３２万、道外５２１万、外国人７４万)

有珠山噴火

観光入込客数 ～ 道民９割、道外１割強 (うち外国人約１％強)

ＪＡＳ路線廃止
知床世界自
然遺産登録

航空不況、
JAL/ANA路線
廃止縮小開始

リーマン
ショック
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性別

43.4% 55.3% 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

不明

年齢

2.2% 17.2% 15.1% 21.1% 20.3% 8.4% 2.0%13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

不明

居住地

8.1% 5.5% 42.0% 13.4% 17.5% 7.4% 6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北

北陸・甲信越

関東

東海

近畿

中国・四国

九州・沖縄

来道観光客の動態

～ 過半数が女性

～ １位６０代、 ２位５０代、 ３位３０代、 ４位４０代

男性 女性

～ １位関東４２％、２位近畿１７．５％、３位東海１３．４％



観光入込客数(延べ人数)の推移（圏域別）
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【北海道観光入込客数調査】

（年度）

道央

道北

道南

十勝

オホーツク

釧路・根室

100.2

99.6

87.6

73.1

71.2

※H11年度の観光入込客数を100として、その増減を示したもの

71.5
ＪＡＳ路線
廃止

航空不況、航空
各社路線の
廃止縮小開始

ＪＡＬ経営破綻、
路線大幅廃止

有珠山噴火

知床世界自
然遺産登録

新型インフル
エンザの流行

地域別入込客数
十勝、道北地域＝横ばい、 道央地域＝１ 割減、
道南、釧路・根室、オホーツク地域＝３ 割減

１位 約 7000万人

2位約 2000万人

3位約 1000万人

4位約 900万人

約 800万人

約 750万人



22.0% 38.2% 37.5% 2.3%

39.4% 29.6% 31.0% 0.1%

42.8% 26.3% 29.8% 1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成19年度

平成14年度

平成12年度

パッケージツアーの利用状況

パッケージツアー
（ルートの決まった
団体旅行）
パッケージツアー
（フリープランな
ど）
パッケージツアー
でない

不明

【来道観光客動態(満足度）調査】

旅行形態の変化 ～ Ｆ Ｉ Ｔ旅行の増加 (Free Individual Tour)

■旅行形態は、団体旅行(36%→11%)から ■旅行の種類は、団体からフリーへ
旅家旅行・小ｸﾞﾙｰﾌﾟ旅行(50%→75%)へ パックツアーから個人・自由旅行へ

50.9% 23.9% 10.9% 8.1%

2.0%

4.2%

28.1% 31.8% 28.1% 9.9%

1.9%

1.1%

31.5% 18.4% 36.4% 8.0%

1.3%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成１９年度

平成１４年度

平成１１年度

家族旅行 小グループ旅行 団体旅行 ひとり旅 新婚旅行 その他・不明

家族旅行 小グループ 団体旅行
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■旅行日程は短縮化の傾向
2泊3日：H11 35％→ H19 58％に増加、3泊4日以上：H11 60％→ H19 40％に減少

宿泊日数と旅行情報入手先

■情報の入手先の傾向 → 旅行会社が減少し、インターネット、友人知人、が増加

Ｈ１１ Ｈ１４ Ｈ１９ (H19－Ｈ14)

２泊３日以下 ３５．８％ ５１．２％ ５８．２％ ＋７．０％

３泊４日以上 ６０．５％ ４８．６％ ４０．０％ △８．６％

不明 ３．８％ ０．２％ １．８％ ＋１．６％



道民 道外客 外国人
0 50000 100000 150000

外国人

道外客

道内客

観光消費額

■観光消費額単価は、道民に比べ
道外客は５．２倍、外国人は９．２倍！

観光消費額単価(一人)

■入込客数では約 １割の
道外客＋外国人観光客だが
消費額は全体の ４４％ を占める！

観光消費額総額
（単位：円）

13,271

69,670

122,128

道外客

外国人

道外客
３８％

道 民
５６％

外国人
６％

参考） 本道への観光入込客数(Ｈ２３年度)
道民 ４，０６８万人 （７９．３％）
道外客 ４８７万人 （ ９．４％）
外国人 ５７万人 （ １．１％） 合計４，６１２万人

道民 ７９．３％

道外客 ９．４％
外国人 １．１％

(億円) (%)

道民 7,239 56%

道外客 4,898
44%

外国人 855

計 12,992

道民


